
SMA編地のウェール方向引張時における加熱試験と解析

研究背景

• 形状記憶合金(Shape Memory Alloy,以下SMA)糸を用いた
小型・軽量・柔軟な編地型アクチュエータの開発．

• 高齢社会に伴う医療・福祉現場や災害復興現場において，人の身体運動をサポートするアクチュエータ
の需要が高まっている．

身体運動のサポートを目的とした製品
ウェアラブルロボット，パワーアシストスーツ
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形状記憶合金編地アクチュエータの収縮力発生機構
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• 引張したSMA編地を加熱することで，収縮力が増加することを
確認．

• SMA平編地について，発生力を20％程度の相対誤差で予測
できる解析手法を確立．

→今後は平編組織以外のより発生力が大きく，より伸縮性の高い
編組織に対して，発生力を予測する解析方法について検討．

物流現場

小型・軽量・人体への親和性が高いアクチュエータが
求められている．

介護支援 自立支援

• 大型である．
• 重量がある．
• 人体に親和性がない．
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